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し ゃ ち ょ 対 談㉛Taidan

「下から目線のトルネード」
P R O F I L E

Shoichi Nishida
岐阜県出身・IT業界に従事。1972
年12月13日生まれ。O型。お酒が
大好き。休みの日は朝から呑んでます。
でもたまには禁酒をします。

　先人たちの薫陶によって、優れたアーティストたちが続々と頭角を現わしはじめた日本のフラメ
ンコ界。それに比べると、プロデューサーやディレクターやマネージャーなど、まとめ役の裏方人
材層が相も変わらず薄すぎるのは業界のフシギであり、また先々への不安材料、イコール伸びしろ
でもある。
　そんな状況の中、突如彗星のように現われ、僅かな間にフラメンコスタジオ、スペイン料理店、
タブラオ経営などを軌道に乗せた謎の人物。私よりひとまわり半も若い彼の名を西田昌市（しょう
いち）という。昨春ころからパセオライヴに頻繁に顔を出してくれたことがきっかけで呑み仲間と
なり、最近は新宿ガルロチの村松尚之さんらとツルんで呑む機会も多い。呑み会の性格は、建前厳
禁・本音オンリーのフラメンコ何でも討論会。
　それでもまだまだ西田氏は私にとってミステリアスな存在であり、彼自身とそのダイナミックな
構想と行動について、思う存分突っ込んでみようじゃないかと、酔った勢いで今回の対談が実現。



し ゃ ち ょ 対 談㉛Taidan

••••••••••••••••••••••••••••••
ハレオ掛けたい！
小山　シラフで語るのは今回初めてで
すが（笑）とても新鮮です。今日もまじ
めに盛り上がってまいりましょう。さ
て、タブラオ・カサ・アルティスタやス
タジオ・アリアーテやスペイン料理ラ・
バリーカ。どれも実質オーナーさんな
のに「管理人」と名乗るのは何故でし
ょう？
西田　自分自身オーナーって云うのが、
上から目線な感じがして嫌な違和感が
ありますし、周りにつまらない壁を作
るだけですから。僕はまだフラメンコ
を観初めて３年の新入りですし、いろ
んな方々に礎

いしずえ

を創っていただいている
世界ですから、オーナーという実感も
まるで無いんです。
小山　３年前に観た初フラメンコって？
西田　赤坂のノヴェンバー・イレブン
スです。たまたま行って、その時たま
たまフラメンコをやってたんですね。
満員御礼で立ち見だったんですよ。で、
一部が終わって友達と呑んでたら、ま
ったくご存知ない方が、もしよかった
ら私の席をお譲りしますって、一番い
い席にチェンジしてくださったんです。
初めて観るタブラオフラメンコの衝撃
に面喰ってましたが、そのご好意が凄
くうれしかった。そこからこの店も好
きになって、店長さんとも仲良くなっ
て、フラメンコライヴやる日に通うよ
うになりました。
小山　フラメンコをキーワードに、次々
と気持ちのいい縁に恵まれたわけだ。
西田　はい、それから出演者の方々に
もフラメンコのことをいろいろ教えて
もらえるようになって、急速にハマっ
て行きました。高円寺のエスペランサ
とか、西日暮里のアルハムブラとか、
当時の新宿エル・フラメンコ（現ガルロ
チ）とか、カサ・アルティスタとか、都
内のタブラオ巡りをやり始めたんです。
小山　初タブラオでいい席譲ってくれ
た方の善意が、フラメンコ界にラッキ
ーをもたらす呼び水になったんだね。
西田　はい。いろいろな芸能・芸術ジ
ャンルがありますけど、譲ってあげよ
うというその精神って、フラメンコ特
有の何かじゃないかって、興味津々で
した。

小山　で、フラメンコそのものの初印
象はどうだったの？
西田　メインで踊られている方が、空
間全体を支配していて目映いくらいに
輝いてましたね。他のジャンルでは感
じられなかったことです。その雰囲気
を一発で好きになりました。ギタリス
トや歌い手と一体になって、凄い靴音
出して、身体全体を惜しみなく使って、
全身全霊でダイナミックに踊る。感動
もしましたし、大きな衝撃も受けまし
た。いいもの観たな、いいものに出会
ったなって。そういうジャンルは初め
てでしたから。
小山　まだ見ぬナニモノかに、とうと
う出逢ってしまった感じ？
西田　はい、お酒と料理、雰囲気のい
いスペースで、素敵なステージを観る。
そういうのは以前から好きでした。フ
ラメンコには静寂と爆発っていう極端
なコントラストがあって、具体的には
そこに惹かれたのかもしれません。
小山　コントラストって、フラメンコの
重要なファクターだよね。スペイン国
立バレエのナハーロ監督も、そこを舞
台創りのポイントの最高位に挙げてる。
西田　それ、前にパセオで読みました。
例えばフラダンスって、ゆるやかな動
きがずっと続きますよね。フラメンコ
の静と動のギャップにはほんとうに驚
きました。フラメンコって説明が無く
て、いきなりバーン ! ですから（笑）
小山　ギャップの落差というか、強烈
なコントラストの美しさというか、昔
からそういうのが好きだったの？
西田　はい、そういう意味だともうひ
とつ、小さな頃から好きだった“花火”
が僕にとってのそれかも知れません。
小山　おっ、花火か、なるほど。
西田　打ち上がる前の静寂と、腹に響
くようなド迫力の音響と美しい光景。
あれも静と動……今も好きですねえ。
小山　そしてクライマックスで粋なお
っさんが叫ぶ「たっま屋ーーー ! 」
西田 （笑）それですそれです、ハレオ
ですね、僕もやってみたいって ! 　上
品に構えるのじゃなくて、ステージと
客席が反応し合う一体感が好きなんで
す。
小山　こないだのカサのライヴでも、じ
ゃんじゃんハレオ飛ばしてたじゃない。

西田　恥ずかしいけど、そうやってる
うちに上手くなれるかもしれないって
いう願望（笑）。拍手とかハレオのタイ
ミング、その間合いが絶妙な人がたく
さんいるのにびっくりです。歌舞伎だ
と「よっ、何とか屋 ! 」みたいな。素
晴らしい ! っていう自分の中の強い衝
動をハレオで伝えられたらどんなにう
れしいだろうって。
小山　いい性格してんなあ（笑）
西田　もちろんフラメンコ自体が凄い
ですけど、同じ場にいる踊り手と歌い
手とギタリストが三位一体になって、
さらにお客さまが加わって四位一体、
五位一体になっていく相乗効果的な状
況に、タブラオならではの居心地の良
さを感じるんですね。
小山　芸としては静と動のコントラス
トの美、全体としては居る人全員がダ
イレクトに喜怒哀楽を共有するという
か、そのへんがポイントなんだね。
西田　“共有”ですね、その通りです、
三位一体どころじゃないです。僕の中
ではお酒や料理も大切ですから。
小山　なるほど、タブラオフラメンコ
なら五位一体くらいまでは楽勝だよと。
西田　はい、格別です、タブラオ好き
ですね。オフレコですけど、劇場公演
は未だに僕の中ではちょっと居心地悪
い。最初が劇場公演だったら、ここま
でフラメンコを好きになっていたかど
うかわからないです。
小山　そこ興味深いね。ハレオ掛けて
気持ちよくみんな一緒に盛り上がりたい。
西田　はい。逆に僕が呑まない人だっ
たら、劇場公演を好きになっていたの
かもしれません。

••••••••••••••••••••••••••••••
下から目線
小山　初めてパセオライヴで会った時
から、はっきり物は云いつつも、西田
さんは徹底的な“下から目線”だよね。
西田　フラメンコと関わる中で、下か
ら支えるっていうのは大げさですけど、
なるべく目立たないように役立ちたい
っていう望みはあります。
小山　この対談出てもらうのにも、写
真ダメですとか、手こずったもんなあ
（笑）
西田　去年の秋にお声掛けいただいた
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頃から胃が痛かったですね。でも、こ
の収録が終わったら、この先はバラ色
です。
小山　あはは ! 　でも、そういう地金
の謙虚さがいわゆる綺麗ごとじゃなく
て、君の精神生理の欲求だってことは
最初からわかってたんだよ。
　さて、最初の“管理人”っていう言葉
に戻るね。呑みながらいろんな話をし
たけど、君はオーナーさんという呼び
名を嫌い、管理人という呼び名を好む
よね。その理由に踏み込みたいんだ。
西田　オーナーさんていう言葉自体、
やけに上から目線だなって感じます。
フラメンコの世界って、これまでたく
さんの関係者の方々が、ご苦労の連続
の中で永い時をかけて創り上げて来ら
れた世界です。新参者である僕にもそ
れがよくわかります。だから後続しよ
うとする人間には、そこを間違えては
いけないっていう戒めが必要です。あ
くまで“単なる管理人”という立場をわ
きまえることが、逆にこの世界で何か
お役に立つためのベーシックな認識だ
と思うんです。

小山　うん、上から目線で牛耳ること
もなく、仲間には自由に動いてもらう
けど、全体の危機管理だけはきっちり
押さえる手法。フラメンコ協会の田代
淳さんなんかもそこらへんの急所を心
得てるから協会も分裂せずにここまで
発展してきたわけだけど、若い世代で
そういうしなやかなリーダーシップを
発揮できる人材は、ソニアジョーンズ
とガルロチの村松夫妻以来だったから、
西田昌市の登場に皆してびっくりして
るわけだよ。
西田　いえ、実績の歴史がケタ違いで
すし、僕はただの新入りですから。信
頼できる人たちにお任せしてるタブラ
オやスタジオにしても何にしても、ス
タッフのみんなが自発的に考え、それ
を実践してくれるからこそ出来ている
だけのことなんです。何か間違った方
向に行ったり困ったことがあれば喜ん
でアドバイスしますけど、基本的には
そこにいる人たちが経営してくれてい
るんですね。出資はしましたけど、そ
れで終わりってことじゃ無くて、続い
てゆくための全体管理には責任を持つ。

なので僕はオーナーでも何でもなくて、
何かあった時にはこういうふうにやっ
て行こうよって盛り立てていくアドバ
イザーでいたいので、管理人さんが一
番しっくりくるんです。
小山　レアだわあ（笑）
西田　あともう一点あって、そもそも
創業57年のカサアルティスタってい
うタブラオはギタリストのホアン一色
さんがずっと培ってきたお店です。そ
こを絶やさずに続けたいという想いで
始めた僕はオーナーではなく、オーナ
ーというならそれはホアンさんという
のが正しい。ホアンさんのフラメンコ
に対する情熱を継続させるために裏方
をやらせていただいているのが僕って
いう位置づけです。
小山　過去から未来につなげる現在の
つなぎ役だね。
西田　はい、僕は今46歳ですが、あ
と20～30年たったら僕がカサを引き
継ごうと思える時期が来るかもしれま
せん。でもまずは、その中継点の役割
を果たすことが僕の本望です。
小山　そういう地味な大望のために、

カサアルティスタ木曜ライヴより／左から三枝麻衣、梶山彩沙、荻野リサ、三枝雄輔、ミゲル・デ・バダホス、フェルミン・ケロル
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し ゃ ち ょ 対 談㉛Taidan

謙虚にストイックに下から目線を徹底
したいってのが、君の本音なんだ。
西田　自分だけで成立するものなら
“上から目線”もありで、例えば誰にも
頼らずカラオケ大会で優勝するのなら
それを自画自賛するのはアリですよね。
だけどタブラオっていうのは、アーテ
ィストがいて、お客様がいて、お店の
スタッフがいて、協会やパセオがあっ
てこそ成り立つものですから、上から
目線や自画自賛をやってる暇はなくて、
少しでもその世界全体のすそ野を広げ
る活動にエネルギーを集中したいんで
す。
小山　そうすること自体に、西田さん
は大いなる充実を感じるわけだ。
西田　そうですね、すごい好きです。
でも僕の場合、実際の運営はスタッフ
に完全に任せ切りなんですよ。
小山　てことは、任せられる人材を捜
し出す力が実に重要になってくる。
西田　合う合わないのフィーリングは
重要ですね。フラメンコの世界で少な
くともこれまで僕は強運でした。
小山　フィーリングも大きいだろうけ
ど、ひとつにはＩＴの世界でさまざま
な人間と出会い、人間を観る目を磨き
続けてきたこと。そしてもうひとつが
下から目線。後者のスタンスを確立し
た時期はいつごろなんだろ？
西田　うーん、これはひょっとしたら、
本格的にはタブラオを運営しようと決
めた後からかもしれません。普通のビ
ジネスのやり方ではダメだって、自分

の甘さを思い知らされましたから、そ
のあとの方向転換です。
小山　何が君を下から目線に変えたの
か？　その必然をぶっちゃけてよ。
西田　ぶっちゃけるんですか？
小山　ぶっちゃけ対談だもん。
西田　ぶっちゃけ対談ですもんね。

••••••••••••••••••••••••••••••
ぶっちゃけ
小山　この世界、感動することも多い
けど、ドン引きすることもあるだろう
って、初めてサシで呑んだとき聴いた
よね。あの時君の話してくれた『NG
クソ婆ぁ事件』、あれにゃあ腹抱えて
笑った。
西田　いやあ（笑）あの一件は痛烈に印
象的です。あの頃は、僕のほうこそ上
から目線だったんですね。逆に自分の
スタンスを改善する上でとても有益な
体験でした。
小山　ほんとはメインにもって来たい
くらいの話なんだけど、さすがにそり
ゃ無いわあ（笑）お蔵入りにいたしまし
ょう。
西田　（笑）お蔵入りにいたしましょう。
小山　じゃあ、一部ヒンシュク喰らう
かもしれないけど、フラメンコ界の未
来にとって有益になるような話をしよ
うよ。
西田　はい、賛成です。フラメンコの
アーティトって、純粋で真っ直ぐな
方々が多いです。それは僕がこの世界
に強烈に惹かれた理由でもありますし。

一人ひとりがフラメンコに対する考え
方や流儀に強いこだわりを持っていま
す。
小山　そうだね、その種類たるや日本
だけでもアーティストの数だけ、いや
アフィシオナードの数だけあるよね。
西田　はい。そのこだわりをひとつひ
とつ個別に理解し共感できないと、そ
の先の発展的な話にはつながっていか
ない。西田はわかっちゃいない、話が
合わない、みたいに終わっちゃいます
ね。
小山　うん、すぐ終わるね。
西田　フラメンコ人口を増やし質を高
めていくには、共存共栄のためにみん
なで協働していくには、それぞれのベ
クトルに対し自分の方から寄り添うこ
とも必要です。そこに気づいてからは、
自分の考えを押し付けることはほとん
ど出来なくなりました。もちろん自分
の想いや感じ方を素直に語ることは出
来ます。けど相手の話す内容を、それ
ぞれ個別に噛み砕いていけないと話が
先に進まないです。
小山　純粋がゆえにすべてにアクが強
く、それぞれストライクゾーンが狭い。
西田　その狭いストライクゾーンにカ
ーブ、シュートとか直球とか、ゆっく
りな球だけとか、いろいろありますね。
その人のベクトルとか感性とか好みに
寄り添って行かないと、現実を改善さ
せる話までは進めることはできない。
小山　あっ、そこで下から目線か？
西田　はい、だから下から目線は必須
で、それまでの自分の中にはない新た
なストライクゾーンを、毎回丁寧に探
りながら話して行かないと。
小山　（笑）そこまでやってるんだね。
そこはオレには出来なかった王道だよ。
これからも、そのスタンスよろしくね
って、お願いしておこう。
西田　でも、小山さんがフラメンコ専
門の月刊誌を35年も続けて来られた
理由もそこにあるんじゃないですか？
小山　それが出来てりゃ、もうちょい
まともになってたさ（大笑）。さてと、
ついでにライヴについてのアルアルを
ひとつ。「今日の私の踊り、どうでし
た？」って定番の問いにはどう応えて
いるの？
西田　まだ何も知らない頃は正直に答カサアルティスタの景山朋美店長と
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えて、結果嫌われたことも多かったで
す。率直に感想を云うと、いきなり泣
かれ始めて、あれ僕そんな泣かれるよ
うなこと云ったっけって唖然、とか（苦
笑）。でも、アーティストは皆、その
ライヴに対して頑張って頑張って自分
をピークに持って来て、それを全身全
霊でぶつけて行くわけですから、精一
杯闘った直後にここがダメだったって
云われたら、そりゃ誰だって当たり前
に傷つきますよね。寄り添う目線は時
にはどうしたって必要で、そこに気づ
くためのいい経験でした。
小山　「今日はどうだった、ホントの
こと云って」ってのは、翻訳すると「も
っと私を褒めて」ってことだからね。
それが分かるのに、上から目線のおれ
は二十年かかったから、あんたは早い
よ（笑）　ただ例外はあるもんで、デカ
い公演が終わると翌日電話かけて来て、
公演の改善点を貪欲に聴こうとする踊
り手もいるんだ。良かったよっておざ
なり云うと怒るから、良かった所と改
善点を並列でビシバシ云うと凄く喜ん
でくれる。鍵田真由美なんだけどね。
西田　鍵田さんくらいになると、いい
こと云われる必要がないんですね。ダ
メな所とそれを改善するポイントって
何だろうってことをきちんと知りたい。
小山　うん、その通り。次回以降にそ
れらが反映改善されるケースも多いか
ら。
西田　改善するポイントを自発的に見
つけて行く方って、やっぱり自然と上
に上がって行く。いや、上にっていう
言葉はおかしいか……極めていく、な
のかな。
小山　そっちだね。さて、ここまでの
ぶっちゃけで今までミステリー満載だ
った西田昌市の内部構造をほんの少し
だけわかった気がします。狭いストラ
イクゾーンのそれぞれに柔軟に対応し
ながら、全体の推進力は決して落とさ
ない。たいへんな本業を別に抱えなが
ら、どうやってその膨大なストレスを
解消するの？
西田　そこは好きでハマってることな
んで仕方ないです……ほんと云うと、
仕事ない日は何にも考えず、家で朝か
ら酒呑んで寛いでます（笑）
小山　いや、それ聴いてホッとしたよ。

では次に、西田昌市ご本人について、
もう少しだけ突っ込みます。

••••••••••••••••••••••••••••••
恥ずかしいけど何かやりたい
小山　座右の銘は？
西田　人に喜んでもらうことをしたい。
小山　うん、ズバリ想定内。
西田　小学生の時に工作で椅子を作っ
たんですよ。ペンキ塗って、けっこう
きれいに仕上がって、僕なりにいいも
のが出来たなって。そしたら一緒のク
ラスの女の子が「しょうちゃん、これ
ちょうだい」って。いやだったんです
けど、僕の爺さんに「人に喜ばれるこ
とは、やった方がいいぞ」って云われ
て彼女にその椅子をあげたんです。そ
の瞬間、僕はいやだったんですけど、
そうしたら彼女が凄く喜んでくれて、
僕まで凄くうれしくなった。爺さんの
こと大好きだったので、「人に喜んで
もらうことやる」っていうのはとても
大切なんだな、いいことなんだって、
その時刷り込まれたのかしれないって、
いま話しながら気づきました。
小山　現在に直結するいい話だね。お
れもあんたの爺さんみたいなタイプ好
きだな。ついでにもうひとつだけ自己
分析を。
西田　意識して大切にしてるのは“鈍
感力”です。鈍感な力がないと、恥ず
かしくて生きてられないし、特にこの
時代、何か始める時に考え過ぎちゃう
と何も出来ないと思うんです。
小山　厳密に考え過ぎると、肝心な一
歩目が踏み出せないんだよな。
西田　はい、眠れなくなるし、挙句に
体壊しますから。鈍感でないといけな
いと思ったのは、タブラオをやろうっ
て決めた頃かもしれません。そもそも
自慢できるものは何にもないし、一方
で何かしようと思って一歩踏み出して、
傷ついてるばかりの毎日じゃ、踏み出
した意味もないですし。自分をアピー
ルすることなく何かがしたい恥ずかし
がり屋なんですね。
小山　でもそうした戦略の先には、ち
ゃんと明るい未来が視えてるね。けど、
シャイだったり鈍感だったら成功する
のかって云ったらそんなこともないわ
けで、そこに精神力的な何かがあるは

ずなんだ。それって何だろう？
西田　うーん……巻き込み力、ひょっ
としたら自分にはそれがあるかもしれ
ないって思うことは時々あります。
小山　なるほど、君のトルネードには
おれまで巻き込まれちゃってるし（笑）
西田　小さい頃から「仕切り」は出来
たんですが、「まとめ」は出来なかった。
仕切りは、ある程度まとめが出来る手
前なんですけど、「こうやっていこう
よ ! 」っていうのは好きでした。ただ
し持久力はメチャクチャ無いです。
小山　シャイなのに巻き込む力のある
奴で、ただし持久力はない。
西田　（笑）だから、農耕か狩猟だった
ら狩猟民族です。僕、絶対に耕せない
です。辛抱弱い。だから辛抱強いところ
は他の方に引き受けていただいてます。
小山　瞬発力は？
西田　ええと、瞬発力しかないです。
実際一緒にやってくれてる人は、農耕
民族的な持久力がある方たちなんです。
僕はただ思ったことをやってみたいな
って、慎重には考えず、とりあえず前
に進む。
小山　好奇心も強いよね？
西田　好奇心は、そうですね、モノに
よりますけど強い方です。でも、僕ス
ペイン行ったことないし、持久力ない
から飛行機で長く座ってるのが苦手。
ハワイでも8時間、無理ですね。どん
だけ遠くても沖縄が限界です。

••••••••••••••••••••••••••••••
フラメンコの未来ヴィジョン
小山　では、フラメンコ界の未来にと
って有益となるような話をもう少し。
日本のフラメンコ界の現状分析と、そ
の改善案について聴かせてください。
西田　はい。パセオ４月号の座談会記
事『わたし的提案』はとても面白かっ
たですね。フラメンコ全体のパイを大
きくしていくために具体的にはどうし
たらいいかってテーマについて、参加
ライターの皆さんが真剣に踏み込んで
ます。
小山　そう、あれは白井盛雄さんが優
れた切り口を発見して、そこにみんな
が反応して、いい議論が生まれたんだ。
地方のフラメンコチームがたくさん増
えたら、その地域の子供たちも自然と
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フラメンコに親しむ。そういう循環を
作るインフラに少しずつ着手しようっ
て。
西田　サッカーのJリーグ的な発想で
すね。それは絶対やった方がいいです
ね。インターネットの領域ならば、私
にもお役に立てることがあるかもしれ
ません。もちろんボランティアでやり
ますから。
小山　おおっ、御大将自らかい、そり
ゃ大いに助かるよ。今からちょっとず
つ動いて機が熟したら、中野ZEROみ
たいなでかいホールで全国各地からの
代表チームが一堂に会するフェスティ
バルを開催する構想。パセオの10月
号では云い出しっぺの白井盛雄さんに
４頁の記事を書いてもらうことも決ま
ってる。
西田　そういう未来ヴィジョンが明確
に伝わっていると、全国各地からやる
気の賛同者が集まりやすいですね。
小山　全国大会の優勝チームには賞金
百万円とか、そこらへんは設営側が頑
張れば何とかなりそうだし。
西田　いいですね。でもたぶん賞金は

重要ではないと思うんです。
小山　賞金ではない？　じゃあ何？
西田　名誉だと思うんです。これだけ
優秀なアーティストが出そろって来た
のに、今は彼らを顕彰する機会があま
りに少な過ぎるんじゃないかって感じ
るんです。
小山　なるほど、賞が足りてない。
西田　ええ、パイを広げるには、表彰
して讃える機会を絶対増やすべきです。
やる気の起爆剤になりますから、きっ
とフラメンコの人口増や質的向上につ
ながりますよね。頑張っておられる
方々のプロフィールを、それにふさわ
しい内容にもっともっと充実させてあ
げたいです。

　このあともフラメンコ界の未来戦略
について、ぶっちゃけ意見交換はさら
にヒートアップするのだが、残念なが
ら誌面は尽きる。西田氏の構想は「フ
ラメンコの普及発展」に照準を定め、
先行き不透明な近未来を直視する数々
の具体的な方法論に及ぶ。

　まだまだ鎖国の続くフラメンコ界に
とって開国の手立てとは何か？　限ら
れたパイを奪い合うのではなく、パイ
そのものを大きくするためには？　ま
たAI時代に対応するフラメンコのプ
ラットホーム構想とは？……とどまる
ことを知らない彼の構想が、私の中で
はあまりに漠然としていたフラメンコ
の未来にひと筋の光明を与える。
　今日の話とその続きを、いつもの明
快な論理でパセオに発表してくれない
かと頼むと、ちゅうちょなく彼は快諾
してくれた。この秋、それは実現する。
 （つづく）
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